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調査対象事業の概要／施設の概要

令和６年度 ⺠間資⾦等活⽤事業調査費補助事業

検討経緯等

事業化に向けて解決すべき課題及び検討すべき内容

⾼知県⽴県⺠体育館は開館50年を過ぎ、施設の⽼朽化が顕
著となっているほか、「みるスポーツ」環境の不⾜が課題となっており、
本県設置の「県⽴スポーツ施設のあり⽅検討会」において、座席
数5,000席規模の新たなアリーナが必要であるとの⽅向性が示さ
れたところです。
このような背景から、新県⺠体育館においては、県⺠の誰もが気

軽に楽しめるスポーツ施設として多世代の交流を促すほか、プロス
ポーツやエンタメ等を通じたまちづくり・地域活性化の拠点となる施
設整備を⾏うことを目的に、そのための最適な管理・運営⽅法等
について、本業務で調査するもの

• 5,000席規模のアリーナ施設の需要把握
県内外のステークホルダー（スポーツ需要やコンサート需要、
MICE需要）を対象とした官⺠対話の実施

• 社会体育機能とアリーナ機能を両⽴させるための施設計画検討
配置検討や諸室レイアウト・動線計画の検討

• 当該施設の特性（運営の視点を反映した施設整備が望ましい
点）や県内情勢（過去のPFI案件の中⽌や限られた⺠間事
業者による市場環境等）を踏まえた最適な事業手法を導出す
るための定性的な評価指標の設定
サウンディング調査を踏まえた、定性評価項目の設定



令和６年度 ⺠間資⾦等活⽤事業調査費補助事業

調査の流れ／調査内容 事業化検討

今後の進め⽅ 想定される課題

【調査主体】 ⾼知県

事業スキームの検討

制度上の課題等の整理

市場調査の実施

VFMの算定

事業手法の総合評価と課題等の整理
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・公募を出すタイミングと事業者側のチームアップ可能な時期とのマッチング
・運営企業をチームに取り込むかどうかによるハードルの違い
・県内に屋内のプロチームがない中で、事業計画に対し収⽀の⾒通しがあると
判断可能か

• 令和８年度上期 事業手法の決定
• 令和８年度下期 事業者公募書類の作成
• 令和９年度以降 事業者選定〜契約締結

• 主に３つの事業手法を対象に定性評価を⾏い、さらなる追加調査も実施した上で、
事業手法を決定する。


